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１. はじめに 

 現在、社会問題の一つとして就職難が叫ばれている。

厚生労働省の調査によって明らかになった、1996 年卒

業者から、2012 年卒業者までの内定率推移をみてみる

と、大学4年生の10月1日の時点で約60％であった。

卒業間近の 2月 1日の時点では、約 20％の学生に内定

が出ていない状況である 

 

図1 就職（内定）率の推移 [1] 

 

 その背景として、単純な新卒学生の能力低下の問題だ

けでなく、経済及び社会環境の悪化や非正規雇用の問題

などが挙げられる。いわゆる、企業が、従業員教育に相

当していた部分のコストも、背負いきれない現状がある

と言えよう。 

 諸所の問題に対して、高等教育機関だけでなく、行政・

民間企業も、社会貢献活動や事業活動の一環として、解

決モデルとなる大学生を対象としたインフォーマルラー

ニングを通した、間接的な教育実践活動を行っている。 

 本研究においては、旅行代理店J社の実践事例を用い

て、就業力に寄与する学びを検討するとともに、参加者

が、どのような意識改革が起きていったのかを考察し、

一般化する。 

2．研究対象と研究範囲 

 旅行代理店 J 社では、2011 年から「大学生観光まち

づくりコンテスト」を実施し、大学生が、『観光まちづく

り』を通して、計画を立案し、実現可能性や収益性また、

大学生としてあるべき姿像に基づいた、評価基準によっ

て、発表の場を与えられる。 

 特に、実際に対象となる地域に、チームで調査を行い、

また、教員などの、学習支援者による評価を用いること

により、事業活動やプロジェクトの視点からの評価が、

活動プロセスに対しての、インセンティブとなりうると

仮説を立てる。 

 

 

図2 活動プロセス 

 

 本研究では、特に社会人基礎力の概念をコンピテンシ

ーと位置付け、それぞれのプロセスに対して、つくであ

ろう能力を仮説づけた。（表1） 

 

表1：プロセスにおける社会人基礎能力の対応表 

エントリー 主体性、働きかけ力、実行力 

説明会 傾聴力、状況把握力 

現地調査 課題発見力、状況把握力 

チームでの検討 
創造力、計画力、発信力、傾聴力、柔軟性、状況把握力、

規律性、ストレスコントロール力 

報告 規律性、発信力 

本選出場 発信力、傾聴力、柔軟性 

ポスターセッション 発信力、傾聴力、柔軟性 

落選 主体性 
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3．フォーマルラーニングとインフォーマルラーニング

の違い([2]を参考) 

一般的にフォーマルラーニングとは、企業や組織にお

ける、集合研修などの計画された仕組みにおける学習で

ある。 

それに対し、インフォーマルラーニングは、学習者の個

人的な勉強や通信教育などの公式の場ではない学習のこ

とを指す。 

 社内研修における2つの違いを例にすると、企業が従

業員に対し、伝えたい内容や能力開発をマニュアル化し

て学習させることがフォーマルラーニングと位置づけら

れている。これに対し、プロジェクト活動などの参加す

ることによる気づきや発見など、計画されていない学び

がインフォーマルラーニングに位置づけられている。 

 

４.評価 

 本研究においては、N大学の参加学生に、アンケート

調査を実施した。 

 本プロジェクトに参加したうえで、コンテスト参加後

は総じて高い伸びを見せる。しかしながら、参加したこ

とによる自信の低下も見られる。 

 また、口頭によるインタビューを採取した結果、調査

段階よりも、本戦参加によって大きな気づきを得たとい

う意見が過半であり、これらの結果は、教育活動におけ

るインセンティブが、さらなる教育上の動機付けとなる

可能性を有していると考える。 

 

５.考察 

 本稿においては、学科外での学び、すなわちインフォ

ーマルラーニングが社会人基礎力という評価尺度におい

て、一定の項目に対して高い成長性を見せることが明ら

かであると言える。 

 しかしながら、活動において壁にぶつかるなどのエピ

ソードがあった場合、短期の視点では、能力が低下と見

える。これらの、評価の是正は急務である。 

 その上で、審査の基準として、大学生として評価する

視点・事業創造として評価する視点を、事前に学習する

機会を、学生自らの、協働作業によって担保する必要性

があることが明らかになった。 

 工学系学部生にとって、この種のイベントは盲点であ

り、比較的認知されていないことが多い。多くの工学・

理学系の学部生・院生に告知・動機付けするスキームの

設計と、工学系・理学系学部生院生にとって、各自のキ

ャリア設計に寄与するコンピテンシーの可視化及び教育

評価尺度の設計を今後の課題とする。 

 

6．おわりに 

 コンテストの対象地域は、「分散コンパクトシティ・リ

ゾートエリア構想[4]」の町村レイヤーの対象地域とも重

複し、今後は両研究の連携を図りたい。 

 また、本コンテストの様々な場面において、日本語言

語による評価、例えば「非常にいい」、「まあまあ」、「と

ても悪い」などがなされているが、これが一対比較での

数量値判断にどのように対応するかの「日本語

Fundamental Scale確立」の研究も今後の課題にした

い。 
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